
歴
史
に
お
い
て
特
定
の
病
が
特
定
の
意
味
合
い
、
「
隠
哺
」
を
背
負
わ
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
す
で
に
ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
に
よ
っ
て
指

（
１
）

摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
氏
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
懲
罰
的
意
味
付
け
を
さ
れ
た
病
と
し
て
中
世
の
癩
、
前
世
紀
の
結
核
、
今
世
紀
の

癌
、
さ
ら
に
近
年
は
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
病
は
医
学
の
進
歩
を
ひ
と
つ
の
大
き
な
契
機
と
し
て
、
そ
の
「
隠
哺
」

を
克
服
し
、
ま
た
こ
れ
か
ら
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
癩
は
、
日
本
の
中
世
社
会
に
お
い
て
も
ョ
－
ロ
ッ
パ
同
様
、
そ
の
病
状
の
悲
惨
さ
と
流
行
に
よ
っ
て
宗
教
的
・
道
徳

的
懲
罰
の
具
現
化
と
認
識
さ
れ
た
。
癩
は
中
世
社
会
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
癩
者
を
厳
し
く
排
除
す
る
社
会
的
状
況
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
癩
は
単
な
る
病
で
は
な
く
い
わ
ば
歴
史
的
病
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
的
性
格
は
他
の
疾
病

同
様
、
医
学
の
進
歩
や
変
化
、
さ
ら
に
一
般
社
会
状
況
そ
の
も
の
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
一
定
の
変
遷
を
遂
げ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
ま
た

医
学
そ
の
も
の
も
、
現
実
の
病
気
や
病
人
の
実
態
を
反
映
し
な
が
ら
変
化
し
て
い
く
側
面
を
持
つ
。

中
世
の
医
学
史
研
究
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
期
に
梶
原
性
全
の
「
頓
医
抄
』
（
嘉
元
元
、
一
三
○
三
年
）
が
著
さ
れ
、
癩
は
仏
神
の
冥
罰
で

は
じ
め
に
ｌ
癩
医
学
に
お
け
る
中
世
と
近
世

初
代
曲
直
瀬
道
三
の
癩
医
学

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
一
巻
第
三
号

平
成
七
年
九
月
二
十
日
発
行

鈴

木 平
成
六
年
三
月
七
日
受
付

平
成
七
年
六
月
二
十
九
円
受
理

則

子
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あ
り
、
治
療
と
し
て
善
根
を
修
し
餓
悔
を
な
す
こ
と
が
説
か
れ
た
。
本
書
は
日
本
の
医
学
書
と
し
て
初
め
て
明
確
に
癩
の
業
罰
観
を
と
り
あ

（
２
）

げ
た
も
の
で
あ
る
。
同
時
代
の
惟
宗
具
俊
の
「
医
談
抄
』
も
癩
を
「
死
病
」
、
「
天
ノ
病
マ
シ
ム
ル
病
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
中
世
社
会
史
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
二
世
紀
中
頃
、
中
世
特
有
の
誓
約
文
書
で
あ
る
起
請
文
が
成
立
す
る
が
、
一
二
世
紀
後
半
以
降
、

（
３
）

こ
の
罰
文
部
分
に
、
「
白
癩
・
黒
癩
」
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

戦
国
期
に
入
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
活
動
の
一
つ
の
柱
と
し
て
救
癩
活
動
が
行
な
わ
れ
た
。
各
地
に
病
院
が
建
設
さ
れ
て
多
く
の
癩

（
６
）

者
が
救
済
さ
れ
、
彼
ら
の
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
信
徒
を
獲
得
し
た
。
そ
の
医
療
は
か
な
り
の
成
果
を
生
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
当
時
癩

と
認
識
さ
れ
た
病
が
、
他
の
類
似
の
皮
層
病
を
も
相
当
数
含
ん
で
い
た
ら
し
い
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
（
癩
と
診
断
さ
れ
な
が
ら
、
現
在
の
医
学
か

（
７
）

ら
見
れ
ば
明
ら
か
に
他
の
病
気
で
あ
る
と
い
う
例
は
、
後
の
江
戸
時
代
の
医
学
書
の
中
に
も
散
見
さ
れ
る
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
戦
国
期
ま
で
は
相
当
数
の
癩
者
が
存
在
し
、
ま
た
癩
を
宗
教
的
な
業
病
と
捉
え
る
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と
が

神
罰
冥
罰
お
、
毎
二
貞
玄
之
身
八
万
四
千
之
毛
孔
一
罷
蒙
、
現
世
ニ
ハ
受
二
白
癩
黒
癩
之
病
一
、
後
世
ニ
ハ
堕
‐
二
落
無
間
大
城
之
底
一
、
永

不
レ
可
レ
有
二
出
離
之
期
一
之
状
、
如
レ
件

（
４
）

（
正
安
元
、
一
二
九
九
年
六
月
二
五
日
「
貞
玄
起
請
文
」
、
傍
線
筆
者
、
以
下
同
様
）

誓
約
を
破
る
と
身
の
八
万
四
千
の
毛
孔
に
神
罰
を
受
け
、
現
世
で
白
癩
・
黒
癩
、
死
後
は
無
間
地
獄
に
落
ち
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
起
請
文

か
ら
見
る
と
二
一
世
紀
が
癩
の
業
病
観
成
立
の
時
期
で
あ
り
、
鎌
倉
期
の
医
学
書
に
癩
の
業
罰
観
が
登
場
す
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
社
会
状

わ
か
る
。

か
ら
見
る
と
二
一
世
紀
志

況
の
反
映
と
い
え
よ
う
。

南
北
朝
後
期
に
は
、
叩

っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

こ
の
罰
文
部
分
に
、
「

一
例
を
あ
げ
よ
う
。

当
時
の
教
科
書
と
し
て
有
名
な

（
５
）

『
庭
訓
往
来
」
に
も
癩
が
登
場
す
る
。
そ
の
頃
癩
が
決
し
て
珍
し
い
病
気
で
は
な
か
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そ
の
背
景
に
は
、
中
世
に
比
し
て
圧
倒
的
に
豊
富
な
医
学
史
料
が
あ
り
な
が
ら
、
近
世
の
癩
医
学
に
関
し
て
ほ
と
ん
ど
研
究
の
蓄
積
が
な

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
研
究
状
況
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
今
後
の
研
究
は
、
近
世
に
お
け
る
癩
医
学
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と

い
う
作
業
を
通
じ
て
、
中
世
か
ら
近
世
へ
、
医
学
の
進
歩
が
癩
と
い
う
病
や
患
者
を
巡
る
状
況
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
っ
た

の
か
、
癩
を
病
む
こ
と
の
、
中
世
と
も
近
代
と
も
異
な
る
近
世
的
段
階
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
そ
の
一

階
梯
と
し
て
、
ま
ず
近
世
初
期
の
医
学
界
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
曲
直
瀬
道
三
を
と
り
あ
げ
、
彼
の
癩
医
学
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
原
田
禺
雄
氏
は
近
世
の
医
学
書
の
分
析
を
通
じ
て
、
当
時
の
医
師
た
ち
の
様
々
な
臨
床
的
努
力
と
成
果
、
つ
ま
り
当
時
の
医

学
水
準
に
お
い
て
、
癩
の
後
遺
症
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
医
学
的
な
意
味
で
の
治
癒
は
可
能
で
あ
っ

た
こ
と
や
、
業
病
と
し
て
簡
単
に
見
放
さ
ず
に
真
剣
に
治
療
に
取
り
組
ん
だ
医
師
の
存
在
、
社
会
的
偏
見
に
さ
ら
さ
れ
る
病
者
と
家
族
に
対

（
９
）

し
心
を
痛
め
る
医
師
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

原
田
氏
の
提
示
す
る
多
様
な
医
師
像
は
、
立
川
氏
の
提
示
す
る
も
の
と
の
間
に
大
き
な
落
差
が
あ
る
が
、
従
来
は
立
川
氏
の
よ
う
な
捉
え

近
世
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
る
か
。
例
え
ば
立
川
昭
二
氏
は
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
巷
に
癩
が
蔓
延
し
、
癩
は
医
療
的
に
は
不
治
の
「
天

刑
」
病
と
し
て
医
師
達
か
ら
見
放
さ
れ
、
一
般
社
会
で
も
業
病
と
し
て
「
社
会
か
ら
し
め
出
さ
れ
た
癩
乞
食
は
、
食
物
を
乞
い
、
醜
い
姿
を

さ
ら
し
な
が
ら
、
不
気
味
に
さ
ま
よ
い
歩
い
て
い
た
」
と
い
う
。
そ
し
て
わ
ず
か
に
奈
良
の
北
山
一
八
間
戸
の
よ
う
な
「
収
容
所
」
に
お
け

（
８
）

る
宗
教
的
救
済
活
動
の
中
に
の
み
癩
者
の
救
い
を
見
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
古
代
・
中
世
の
延
長
上
に
近
世
を
捉
え
る
も
の
と
い
え

、
Ｆ
｛
ア
つ
一
○

（
川
）

初
代
曲
直
瀬
道
三
（
永
正
四
～
文
禄
四
、
一
五
○
七
～
一
五
九
五
年
）
は
、
田
代
三
喜
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
李
朱
医
学
を
日
本
的
に
発
展
さ

一
、
初
代
曲
直
瀬
道
三

句『一T
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せ
た
人
物
と
い
わ
れ
る
。
い
わ
ば
中
世
医
学
か
ら
近
世
医
学
へ
の
転
換
を
推
し
進
め
た
の
で
あ
り
、
日
本
医
学
中
興
の
祖
と
称
せ
ら
れ
る
。

従
来
の
日
本
の
医
学
は
『
和
剤
局
方
」
を
重
視
す
る
と
共
に
、
僧
が
医
師
を
兼
ね
る
こ
と
が
多
く
、
癩
病
の
仏
罰
説
に
限
ら
ず
、
仏
教
が
医

学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
道
三
自
身
、
京
都
に
生
ま
れ
、
幼
く
し
て
仏
門
に
入
り
経
典
を
学
ぶ
。
し
か
し
二
二
歳
の
時
か
ら
足
利

学
校
に
学
び
、
経
史
、
諸
子
の
学
を
修
め
、
二
五
歳
で
古
河
の
田
代
三
喜
に
出
会
い
、
新
し
い
李
朱
医
学
を
学
ぶ
。
こ
の
時
『
素
問
」
と
『
玉

機
微
義
」
（
徐
用
成
撰
、
劉
純
続
増
、
一
三
九
六
年
）
を
学
ん
だ
と
い
う
。
天
文
一
四
（
一
五
四
五
）
年
、
京
都
に
戻
り
還
俗
、
以
後
医
師
と
し
て

活
躍
す
る
こ
と
と
な
る
。
足
利
将
軍
の
侍
医
と
な
る
他
、
天
皇
家
や
豊
臣
家
、
徳
川
家
か
ら
も
重
ん
じ
ら
れ
た
。
ま
た
京
都
に
啓
迪
院
を
建

て
て
後
進
を
教
育
し
、
そ
の
門
下
に
よ
っ
て
近
世
前
期
の
医
学
の
主
流
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
近
世
中
期
以

て
て
後
進
を
教
育
し
、
そ

降
は
後
世
派
と
呼
ば
れ
る
）
。

そ
の
医
学
の
特
長
と
し
て
、
自
由
で
実
証
的
な
研
究
、
単
な
る
中
国
医
学
の
模
倣
を
排
し
日
本
と
中
国
の
差
異
に
留
意
す
る
点
、
一
派
の

学
説
に
偏
し
な
い
柔
軟
さ
、
臨
機
応
変
で
あ
る
こ
と
、
鍼
・
灸
・
薬
の
三
者
の
巧
み
な
使
い
こ
な
し
な
ど
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
指
摘
さ
れ

（
Ⅲ
）

道
三
の
著
書
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内
、
癩
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し
て
い
る
も
の
に
初
期
の
『
授
蒙
聖
功
方
』

（
蛇
）

（
天
文
一
四
、
一
五
四
五
年
）
と
、
晩
年
の
大
作
『
啓
迪
集
』
（
天
正
二
、
一
五
七
四
年
）
が
あ
る
。
こ
の
二
冊
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
道
三

が
医
学
的
に
癩
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
前
者
は
ま
だ
三
九
歳
の
新
進
気
鋭
の
医
師
と
し

（
喝
）

て
京
に
出
て
き
た
頃
の
著
書
で
あ
る
。
も
と
も
と
「
近
国
親
問
の
学
者
の
為
」
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
文
章
そ
の
も
の
も
き
わ
め
て
平
易
な

言
い
回
し
が
さ
れ
、
全
体
に
医
学
理
論
的
な
記
述
は
殆
ど
な
く
、
臨
床
に
徹
し
て
い
る
。
後
者
は
完
成
当
初
よ
り
医
書
と
し
て
高
い
評
価
を

受
け
て
き
た
も
の
で
、
中
国
金
・
元
医
学
の
諸
医
書
の
抜
粋
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
当
時
日
本
の
最
高
水
準
の
医
学
と
い
え

る
道
三
流
医
学
が
、
中
国
医
学
を
日
本
の
現
状
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
な
形
で
受
容
し
た
か
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
「
授
蒙
聖
功
方
」
を

中
心
に
考
察
を
加
え
、
そ
の
上
で
「
啓
迪
集
」
に
つ
い
て
も
一
定
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

て
い
る
。
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風
ニ
ァ
タ
リ
、
衛
気
不
し
得
二
順
行
一
、
終
二
癌
疾
生
ス
（
「
授
蒙
聖
功
方
』
）

『
授
蒙
聖
功
方
」
で
は
病
因
は
①
風
因
、
②
房
労
後
邪
風
に
あ
た
り
邪
風
と
衛
気
と
戦
う
、
③
肉
食
に
よ
る
癌
熱
発
生
の
上
、
房
労
し
て
殺

毒
風
に
あ
た
り
衛
気
不
順
行
と
な
る
、
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
特
に
②
③
が
重
視
さ
れ
る
。

「
授
蒙
聖
功
方
」
の
「
癩
風
門
」
は
、
構
成
や
記
述
の
精
粗
、
ま
た
細
部
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
大
枠
の
と
こ
ろ
で
は
道
三
が
か
っ
て
学

（
Ｍ
）

ん
だ
明
代
の
『
玉
機
微
義
』
に
似
通
っ
て
い
る
。
「
玉
機
微
義
」
自
体
、
古
来
の
中
国
医
書
の
成
果
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
金
・
元
医
学

の
流
れ
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
『
授
蒙
聖
功
方
』
の
「
癩
風
門
」
の
記
述
の
多
く
が
「
玉
機
微
義
』
の
採
用
す
る
説
と
一
致
す
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
影
響
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
本
稿
の
目
的
と
す
る
、
道
三
自
身
の
癩
病
観
を
考
察
す
る
と
い
う
作
業
に
は
、
む
し
ろ
「
玉
機
微
義
』
か
ら
あ
え
て
引
用
し
な

か
っ
た
部
分
や
、
書
き
替
え
た
部
分
が
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
こ
れ
ら
の
作
業
の
過
程
に
、
道
三
自
身
の
癩
病
観
が
投
影
さ
れ
て
く
る

か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
本
書
の
記
述
構
成
に
添
い
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
視
点
で
道
三
の
癩
医
学
の
特
徴
的
な
部
分
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

『
授
蒙
聖
功
方
」
上
下
二
巻
は
、
「
傷
寒
門
」
以
下
病
種
ご
と
に
四
四
門
に
わ
け
ら
れ
、
そ
の
四
二
番
目
に
「
癩
風
門
」
が
あ
る
。
「
癩
風
門
」

の
記
述
は
お
お
ま
か
に
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
①
ま
ず
冒
頭
部
分
で
、
癩
の
病
因
に
つ
い
て
論
じ
た
後
、
②
脈
症
に
応
じ
た
薬
方
（
一

部
は
刺
血
法
を
含
む
）
と
症
状
に
応
じ
た
薬
方
を
あ
げ
、
そ
の
後
洗
薬
を
紹
介
す
る
。
③
次
に
秘
伝
と
し
て
正
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
病
状
が

悪
化
す
る
こ
と
を
述
べ
、
側
最
後
は
禁
物
を
列
記
す
る
。
順
次
検
討
し
て
い
こ
う
。

①
ま
ず
病
因
に
つ
い
て
、
『
授
蒙
聖
功
方
」
と
「
玉
機
微
義
」
の
記
述
を
比
較
し
て
み
る
。

①
夫
癩
病
天
地
之
間
殺
物
之
風
ヲ
得
一

邪
風
卜
衛
気
卜
相
戦
テ
癩
病
生
、

二
、
「
授
蒙
聖
功
方
」
の
「
癩
風
門
」

或
ハ
③
鳥
獣
虫
魚

ア
患
し
之

、
錐
し
然
必
シ
モ
悉
皆
風
因
ノ
ミ
ニ
ァ
ラ
ズ
、
②
多
ハ
房
労
ノ
気
血
劇
動
汗
泄
中
二
邪
風
一
、

ノ
類
ヲ
過
食
ソ
腸
胄
二
湿
熱
盛
ニ
ノ
栄
中
二
癌
熱
出
来
シ
、
其
上
房
労
シ
、
殺
毒

、 I ー n
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宋
の
時
代
の
「
三
因
方
」
は
病
因
一
般
を
「
内
因
」
「
外
因
」
「
不
内
外
因
」
の
三
因
に
求
め
る
書
で
あ
る
。
内
因
は
七
情
（
喜
・
怒
・
憂
・

思
・
悲
・
恐
・
驚
）
、
外
因
は
六
淫
（
寒
・
署
・
燥
・
湿
・
風
・
熱
）
、
不
内
外
因
は
飲
食
不
摂
生
や
心
身
過
労
、
不
測
の
障
害
な
ど
、
内
因
・
外

因
以
外
の
も
の
を
指
す
。
こ
れ
は
金
・
元
以
降
、
内
外
二
因
に
整
理
さ
れ
、
内
因
は
五
情
（
も
し
く
は
七
情
）
と
五
邪
（
飲
食
・
労
倦
を
中
心
と

（
脇
）

す
る
）
を
指
し
、
外
因
は
六
気
（
も
し
く
は
六
淫
）
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
て
、
㈲
の
「
三
因
方
』
の
記
述
は
、
最
初
『
黄
帝
内
経
」
（
「
経
」
）
が
獺
の
病
菌
を
「
風
」
に
求
め
る
こ
と
（
「
経
所
し
載
痕
風
。
即
風
諭
所

（
Ⅳ
）

し
謂
悪
疾
是
也
」
）
を
引
用
し
て
か
ら
、
多
く
は
「
嗜
欲
労
働
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
気
血
熱
発
汗
泄
」
し
、
「
邪
風
冷
湿
」
を
避
け
な
か
っ

た
た
め
に
「
淫
気
與
衛
気
相
祓
」
っ
て
癩
に
な
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
陳
言
は
「
千
金
翼
方
』
の
「
自
作
二
不
仁
極
狼
之
業
一
・
雛
し
有

（
喝
）

二
侮
言
一
而
無
二
悔
心
一
」
と
い
う
表
現
を
引
い
て
「
良
得
二
其
情
」
と
賛
同
し
て
い
る
。
ま
た
「
伝
染
」
に
よ
っ
て
発
病
す
る
こ
と
も
あ
る
こ

と
（
「
然
亦
有
二
伝
染
者
一
」
）
、
こ
れ
ら
は
皆
不
内
外
因
に
外
因
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
（
「
原
二
其
所
戸
因
。
皆
不
内
外
渉
二
外
所
因
一
而
成
」
）
と
自

『
玉
機
微
義
』
は

に
な
っ
て
い
る
。

側
三
因
之
経
所
レ
載
瘤
風
。

風
冷
湿
一
・
使
下
淫
気
與

悔
心
一
。
良
得
二
其
情
一
。

○
論
痩
風
所

風
寒
湿
熱
。
兼
二
労
役
飲
食
一
・
與
二
夫
伝
染
一
・
頴
然
不
し
同
。
若
崗

側
按
二
此
云
一
難
二
名
日
戸
風
。
未
二
必
皆
因
戸
風
。
此
論
固
善
。
差

又
不
し
可
し
不
し
謂
一
一
之
風
一
也
。
若
夫
伝
染
之
説
。
世
或
有
し
之
。

積
毒
一
・
亦
不
レ
能
し
染
也

（
喝
）

薇
義
』
は
ま
ず
側
で
『
三
因
極
一
病
証
方
論
（
三
因
方
）
』
（
陳
言
、

即
風
諭
所
し
謂
悪
疾
是
也
。
雄
二
名
日
戸
風
未
二
必
皆
因
祓
風
。
大
‐
率
多
嗜
欲
労
働
気
血
熱
発
汗
泄
不
レ
避
二
邪

一
衛
気
一
相
祓
上
致
二
肌
肉
皮
膚
瘍
潰
鼻
梁
場
壊
一
・
千
金
所
し
謂
自
作
二
不
仁
極
狼
之
業
一
・
錐
し
有
二
悔
言
一
而
無
二

然
亦
有
一
一
伝
染
者
一
。
原
二
其
所
戸
因

皆
不
内
外
渉
二
外
所
因
一
而
成
也
。
治
レ
之
須
レ
推

若
例
以
二
潟
し
風
薬
一
治
レ
之
則
失
芙

蓋
此
疾
多
由
二
嗜
欲
飲
食
積
毒
之
所
Ｆ
致
。
因
二

錐
下
因
一
一
其
一
家
血
脈
飲
食
居
処
気
味
之
相
伝
一
者
上
。
本
無
二
内
熱

（
「
玉
機
微
義
」
）

二
七
四
年
）
の
説
を
記
し
、
㈲
で
自
説
を
展
開
す
る
と
い
う
形
式

其
病
証
穣
悪
可
戸
畏
。

一
其
所
Ｆ
因
。
凡
因
三
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説
を
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
病
因
が
「
風
寒
湿
熱
」
と
「
労
役
飲
食
」
に
よ
る
の
と
「
伝
染
」
に
よ
る
の
と
で
は
そ
れ
ぞ
れ
治
療
法
を
変
え

る
よ
う
述
べ
て
い
る
（
「
治
レ
之
須
レ
推
二
其
所
戸
因
。
凡
因
三
風
寒
湿
熱
。
兼
二
労
役
飲
食
一
・
與
一
一
夫
伝
染
一
・
頴
然
不
し
同
」
）
。

右
の
『
三
因
方
」
の
言
う
「
伝
染
」
は
、
現
在
の
い
わ
ゆ
る
「
伝
染
」
の
概
念
で
は
な
く
、
遺
伝
・
環
境
的
要
因
と
捉
え
る
ほ
う
が
妥
当

で
あ
る
こ
と
が
、
何
『
玉
機
微
義
」
の
記
述
か
ら
理
解
さ
れ
る
。
「
玉
機
微
義
」
は
、
「
三
因
方
』
が
「
風
」
（
外
因
）
以
外
に
も
病
因
を
求
め

る
点
を
評
価
し
（
「
按
二
此
云
一
雌
二
名
日
直
風
。
未
二
必
皆
因
戸
風
。
此
論
固
善
」
）
、
「
嗜
欲
飲
食
積
毒
」
を
重
視
す
る
点
で
も
一
致
す
る
一
方
で
、

「
伝
染
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
家
が
「
血
脈
飲
食
居
処
気
味
」
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
本
人
に
「
内
熱
積
毒
」
が
な
け
れ
ば
発
病

し
な
い
（
「
不
二
能
染
一
也
」
）
と
論
ず
る
。
つ
ま
り
「
伝
染
」
と
は
「
血
脈
飲
食
居
処
気
味
」
を
「
家
」
を
通
じ
て
伝
え
て
い
く
こ
と
を
言
う
の

で
あ
る
。
『
玉
機
微
義
」
は
内
外
二
因
論
を
と
る
立
場
か
ら
、
「
風
」
を
外
因
、
「
嗜
欲
飲
食
積
毒
」
や
「
内
熱
積
毒
」
を
内
因
と
し
、
こ
れ
ら

内
因
・
外
因
に
よ
っ
て
癩
は
発
病
す
る
と
捉
え
た
。

ま
た
『
玉
機
微
義
」
は
「
論
三
大
風
有
二
上
下
之
分
一
」
の
項
で
も
次
の
よ
う
に
記
す
。

（
前
略
）
病
勢
之
可
レ
畏
耳
。
若
專
以
二
房
労
嗜
欲
。
飲
食
積
毒
之
所
戸
致
。
何
為
渥
至
二
於
是
一
・
故
丹
渓
先
生
亦
謂
三
之
受
一
一
Ｉ
得
殺
毒
之

風
一
也
。
蓋
其
風
毒
之
傷
。
與
二
夫
内
毒
所
戸
致
。
人
皆
安
得
而
知
し
之
。
及
二
其
病
証
顕
露
一
・
方
始
帰
二
筈
於
此
一
・
其
於
二
外
受
之
風
。

内
積
之
毒
一
・
豈
可
三
得
而
分
二
‐
治
之
一
也
。

こ
こ
で
も
「
房
労
嗜
欲
」
「
飲
食
積
毒
」
と
い
う
内
因
に
、
朱
丹
渓
が
言
う
「
殺
毒
之
風
」
、
つ
ま
り
外
因
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
癩
に
な

る
と
し
、
ま
た
外
因
と
内
因
と
に
分
け
て
治
療
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

さ
て
、
『
玉
機
微
義
」
を
参
照
し
て
か
ら
再
び
「
授
蒙
聖
功
方
」
に
眼
を
戻
す
と
、
そ
の
病
因
論
が
①
が
外
因
論
、
②
③
が
外
因
十
内
因
論

で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
道
三
は
『
玉
機
微
義
」
の
「
伝
染
」
に
対
す
る
見
解
を
受
け
て
か
ど
う
か
、
最
初
か
ら
遺
伝
的
要
素
に
つ
い

て
は
記
述
し
な
い
。
こ
れ
は
特
に
江
戸
中
期
以
降
の
医
師
や
民
衆
一
般
の
問
で
遺
伝
説
が
広
く
流
布
す
る
の
に
比
較
し
て
注
目
す
べ
き
事
実

で
あ
る
。
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『
啓
迪
集
」
で
は
「
癩
風
宜
禁
」
す
な
わ
ち
療
養
上
の
禁
止
事
項
（
例
え
ば
肉
食
や
房
事
の
禁
止
）
の
内
に
、
朱
丹
渓
『
丹
渓
心
法
」
の
「
或

従
レ
上
。
従
レ
下
。
漸
而
来
者
皆
是
可
レ
治
之
病
人
。
見
二
病
勢
之
緩
一
・
多
忽
し
之
。
雄
二
施
し
治
病
愈
一
・
不
し
能
二
絶
味
断
色
一
・
皆
不
レ
免
二
再

（
刈
）

発
一
・
再
発
則
終
不
レ
救
芙
」
、
つ
ま
り
多
く
の
人
が
小
康
を
得
る
と
禁
忌
を
犯
し
再
発
す
る
と
述
べ
た
く
だ
り
を
引
用
し
た
の
と
関
連
し
て
、

『
玉
機
微
義
」
の
「
不
仁
極
隈
之
業
。
錐
し
有
二
侮
言
一
而
無
二
悔
心
一
・
良
得
二
其
情
一
・
然
亦
有
二
伝
染
者
一
」
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ

は
先
に
見
た
よ
う
に
本
来
『
玉
機
微
義
」
で
は
「
痛
風
所
因
」
、
す
な
わ
ち
病
因
論
に
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
道
三
が
積
極
的
に
遺
伝
的

要
素
を
認
め
る
な
ら
ば
、
『
啓
迪
集
』
で
も
療
養
の
注
意
事
項
で
は
な
く
「
瘤
風
本
源
」
の
項
で
引
用
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
碩
学
の
道
三

が
晩
年
に
至
っ
て
も
な
お
、
中
国
医
書
の
中
で
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
癩
の
遺
伝
的
要
素
を
病
因
と
し
て
記
さ
な
か
っ
た
の
は
、
彼
が
意
識

的
に
こ
れ
を
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。

②
脈
証
に
よ
っ
て
薬
の
処
方
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
治
療
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
と
い
え
る
。
一
部
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
（
な
お
薬
の
名
は
一
文
字
に
省
略
し
て
記
さ
れ
て
い
る
）
。

其
脈
浮
大
。
宜
し
発
し
汗
。
苛
中
・
麻
小
・
荊
小
・
升
中
・
奴
小
・
桔
小
・
甘
少

右
刻
煎
ノ
樺
皮
ノ
灰
ヲ
茶
一
服
ホ
ド
ッ
シ
ノ
マ
セ
ョ

（
虹
）

中
国
医
書
の
中
に
脈
に
よ
っ
て
癩
の
治
療
法
を
決
定
す
る
例
は
殆
ど
見
ら
れ
ず
、
例
え
ば
「
丹
渓
心
法
」
に
も
次
の
一
例
し
か
記
載
が
な
い
。

（
マ
マ
）

浮
葬
各
一
匁
苦
参
七
匁
半
蒼
耳
大
力
子
酒
蒸
柏
各
二
匁
黄
精

右
為
し
未
用
二
蛇
肉
酒
煮
如
蕪
一
・
蛇
以
二
鯉
魚
一
亦
可
。
糊
丸
服

こ
の
脈
証
も
薬
も
『
授
蒙
聖
功
方
」
の
も
の
と
は
異
な
る
。
一
般
に
道
三
は
脈
診
を
重
視
し
、
詳
し
い
脈
診
の
害
も
残
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ

（
型
）

る
か
ら
、
「
授
蒙
聖
功
方
』
に
お
け
る
癩
の
脈
証
に
よ
る
治
療
法
の
決
定
は
、
道
三
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
考
え
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
・

処
方
は
多
少
の
用
薬
・
分
量
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
基
本
の
殆
ど
を
『
玉
機
微
義
」
を
中
心
と
す
る
中
国
医
書
に
求
め
る
こ
と
が

麻
風
治
脈
大
而
虚
者

356(38）



③
秘
伝
の
項
は
左
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

で
き
る
。
中
国
医
書
と
の
相
違
部
分
が
道
三
独
自
の
ア
レ
ン
ジ
な
の
か
否
か
の
判
断
は
現
時
点
で
は
保
留
し
た
い
。

次
に
、
薬
の
ま
じ
な
い
的
要
素
を
省
略
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
下
半
身
に
癩
瘡
が
多
い
と
き
に
服
用
す
る
「
通
天
再
造
散
」

（
た
だ
し
「
授
蒙
聖
功
方
」
は
処
方
名
を
記
し
て
い
な
い
）
は
、
「
三
因
方
」
を
引
用
す
る
『
玉
機
微
義
』
や
、
『
丹
渓
心
法
」
「
医
学
正
伝
」
を
そ

の
ま
ま
引
用
す
る
「
啓
迪
集
」
で
は
東
を
向
い
て
服
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
書
で
は
こ
の
部
分
は
省
略
さ
れ
る
。

欝
金
二
分
犀
角
刺
一
両
大
黄
一
両
白
牽
牛
頭
株
二
分

右
細
抹
毎
服
二
匁
、
卯
刻
二
酒
ニ
カ
キ
タ
テ
服
し
之
二
授
蒙
聖
功
方
」
）

ら
な
い
。

右
為
し
末
。
毎
服
五
銭
日
未
し

通
天
再
造
散
。
治
二
大
風
悪
疾
一

正
月
末
よ
り
三
月
中
旬
迄
は
「
万
物
発
生
ノ
時
ナ
ル
ニ
依
テ
、
諸
瘡
皆
蜂
起
ス
ル
」
の
で
診
療
し
て
は
い
け
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
時

右
細
末
。
毎
服
五
銭
日
未
し
出
時
以
二
無
灰
酒
一
調
。
面
し
東
服
し
之
二
啓
迪
集
」
）

も
っ
と
も
こ
の
よ
う
な
呪
術
的
側
面
の
省
略
が
他
の
病
気
に
つ
い
て
も
言
え
る
か
ど
う
か
は
未
検
討
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
せ
ね
ば
な

欝
金
二
分
犀
角
刺
一
両
大
挙

右
細
抹
毎
服
二
匁
、
卯
刻
二
酒
一

三
因
通
天
再
造
散
。
治
二
大
風
悪
疾

欝
金
半
銭
大
黄
一
両
炮
白
牽
牛
六
銭
半
生
半
妙
犀
角
刺
一
両
経
年
黒
大
者

右
為
し
末
。
毎
服
五
銭
日
未
し
出
面
し
東
以
二
無
灰
酒
一
調
下
。
按
以
上
二
方
。
並
厭
陰
例
薬
也

験
ア
ル
者
也

治
二
此
病
一
有
二
秘
伝
一
、
従
二
正
月
末
一
二
月
三
月
中
旬
迄
ハ
ウ
ケ
ト
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
万
物
発
生
ノ
時
ナ
ル
’
一
依
テ
、
諸
瘡
皆
蜂
起
ス
ル
也
、

此
時
ウ
ケ
ト
リ
治
ス
レ
ハ
薬
力
テ
モ
難
し
制
、
亦
愚
者
薬
故
二
増
長
シ
タ
ル
様
二
云
也
、
故
三
月
ノ
末
ョ
リ
ウ
ケ
取
テ
治
ス
レ
ハ
漸
二
効

欝
金
五
分
大
黄
一
両
炮
白
牽
牛
六
匁
半
生
半
妙
犀
角
刺
一
両
経
年
黒
大
者

（
「
玉
機
微
義
」
）
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だ
が
道
三
の
場
合
、
発
汗
治
療
と
の
関
係
で
述
べ
る
の
で
は
な
い
点
、
日
本
の
気
候
に
則
し
た
時
期
設
定
を
し
て
い
る
点
が
中
国
医
書
と

は
異
な
る
。
こ
こ
は
道
三
自
身
の
臨
床
経
験
の
反
映
し
た
記
述
と
み
な
し
て
よ
か
ろ
う
。

側
禁
止
事
項
は
、
房
事
、
肉
食
等
の
食
事
上
の
注
意
、
衛
気
不
順
行
を
さ
せ
な
い
た
め
の
注
意
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る
こ
と
な
ど
、

病
因
論
の
記
述
と
対
応
す
る
。
し
か
し
中
国
の
諸
医
書
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
、
特
に
本
書
に
特
徴
的
な
も
の
を
見
い
だ
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
い
く
つ
か
の
医
書
の
中
か
ら
、
道
三
が
重
要
と
考
え
て
い
る
項
目
を
集
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

道
三
も
中
国
医
学
一
般
も
、
癩
の
治
療
は
発
汗
を
一
つ
の
柱
と
す
る
が
（
現
実
に
は
癩
は
発
汗
障
害
を
呈
す
る
。
当
時
癩
と
診
断
さ
れ
た
病
に
、

他
の
疾
病
が
い
か
に
多
く
混
入
し
て
い
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
）
、
「
儒
門
事
親
』
は
寒
い
時
期
は
発
汗
が
難
し
い
こ
と
を
理
由
に
治
療
を
避
け
る

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
も
と
も
と
中
国
医
学
で
は
、
癩
に
限
ら
ず
一
般
に
発
汗
治
療
は
汗
の
出
や
す
い
季
節
に
行
な
う
よ
う
勧
め
ら
れ
て
き

搾
但
０

期
患
者
を
受
取
る
と
、
薬
の
た
堅

（
卵
）

が
臨
床
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

採
洋
歌
日
。
不
し
居
レ
山

一
鐵
嶢
頭
上
也
。
出
し
汗

道
三
も
中
国
医
学
一
般
も
》

（
別
）

一
定
の
時
期
、
癩
診
療
を
避
け
る
記
述
は
張
子
和
二
一
二
七
～
一
二
一
二
年
）
『
儒
門
事
親
』
に
も
見
ら
れ
る
。

暑
月
易
戸
発
し
汗
。
内
経
論
し
治
二
癩
疾
一
・
自
目
眉
毛
再
生
。
針
同
し
発
し
汗
也
。
但
無
レ
薬
者
用
し
針
。
一
汗
可
レ
抵
二
千
針
一
・
故
高
倶
奉

採
葬
歌
日
。
不
し
居
レ
山
今
不
し
在
し
岸
採
レ
我
之
時
。
七
月
半
選
レ
甚
・
擁
風
與
一
一
痕
風
一
・
些
小
微
風
。
都
不
レ
等
。
豆
淋
酒
内
下
二
三
丸

召
二
解
家
一
日
。
薬
已
成
美
。
可
二
来
就
戸
治
。
解
為
二
他
薬
一
所
し
惑
寛
不
し
至
。
戴
人
日
。
向
日
我
非
レ
託
也
。
以
二
舂
寒
未
し
可
し
発
し
汗

朱
葛
解
家
病
二
癩
疾
一
・
求
二
治
干
戴
人
一
・
戴
人
辞
し
之
。
待
二
五
六
月
間
可
レ
治
之
時
一
也
。
今
春
初
尚
寒
、
未
し
可
し
服
し
薬
。
吾
已
具
二

行
装
一
到
二
宛
丘
一
・
待
二
五
六
月
一
製
し
薬
。
朱
解
家
以
為
託
辞
。
後
戴
人
果
以
二
六
月
間
一
到
二
朱
葛
一
・
乃
具
二
太
蒜
浮
葬
等
薬
一
．
使
う
人

薬
の
た
め
に
悪
化
し
た
よ
う
に
言
わ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

現
在
の
医
学
で
も
、
こ
の
時
期
癩
が
悪
化
す
る
こ
と
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診
脈
」
）
、
側
治
療
理
論
、

簡
単
に
指
摘
し
て
お
く
。

「
啓
迪
集
』
に
つ
い
て
は
前
章
に
お
い
て
必
要
に
応
じ
て
触
れ
て
き
た
が
、
本
章
で
簡
単
に
そ
の
概
要
と
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
こ
と

（
泌
）

と
す
る
。
本
書
は
全
七
巻
、
九
三
門
に
分
か
れ
る
。
道
三
の
学
識
に
よ
っ
て
李
・
朱
医
学
の
精
髄
を
収
集
し
、
引
用
書
は
六
四
部
に
及
ぶ
。

「
瘻
風
門
」
は
巻
之
六
の
最
後
に
収
録
さ
れ
る
が
、
「
丹
渓
心
法
」
、
「
医
林
集
要
』
（
明
、
王
璽
）
、
『
丹
渓
算
要
』
（
明
、
盧
和
）
、
「
医
学
正
伝
』

（
明
、
虞
天
民
）
、
『
玉
機
微
義
」
の
五
言
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は
基
本
的
に
は
「
授
蒙
聖
功
方
』
の
記
述
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
『
啓
迪
集
」
の
方
が
全
般
に
精
級
な
記
述
で
あ
り
、
ま
た

医
学
理
論
の
部
分
も
詳
し
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
全
体
の
構
成
は
①
病
因
論
（
「
癌
風
本
源
」
）
、
②
主
症
状
（
「
瘤
風
顕
証
」
）
、
③
脈
証
（
「
瘤
風

診
脈
」
）
、
側
治
療
理
論
、
⑤
治
療
法
、
⑥
禁
忌
事
項
（
「
痛
風
宜
禁
」
）
の
順
で
あ
る
。
以
下
「
授
蒙
聖
功
方
』
と
の
対
比
で
特
徴
的
な
部
分
を

側
治
療
理
論
は
『
授
蒙
聖
功
方
」
の
段
階
で
は
『
玉
機
微
義
」
の
理
論
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
が
、
本
書
で
は
「
医
学
正
伝
」
の
理
論
も
加

わ
っ
て
い
る
。
ま
た
「
医
学
正
伝
』
の
、
五
色
の
癩
の
内
、
黒
色
が
不
治
で
あ
る
と
の
説
を
記
す
が
、
こ
れ
は
右
の
不
治
の
脈
証
の
記
述
と

③
脈
証
は
『
授
蒙
聖
功
一

の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

②
主
症
状
は
『
医
林
集
要
』
に
依
っ
て
、
知
覚
麻
痒
、
皮
肉
の
脱
落
、
脱
毛
、
容
貌
の
変
化
な
ど
を
あ
げ
る
。

③
脈
証
は
『
授
蒙
聖
功
方
』
の
よ
う
に
そ
れ
に
よ
っ
て
治
療
法
を
決
定
す
る
た
め
で
は
な
く
、
主
に
「
難
治
」
・
「
不
治
」
の
証
を
判
別
す
る

の
病
因
論
は
内
因
・
外
因
両
者
に
よ
っ
て
発
病
す
る
と
い
う
『
授
蒙
聖
功
方
』
と
同
様
の
説
を
、
「
医
学
正
伝
」
を
中
心
に
引
い
て
説
明
す
る
。

本
書
は
病
因
論
以
外
も
、
理
論
的
な
面
で
は
「
医
学
正
伝
」
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
な
お
他
の
疾
病
に
つ
い
て
も
『
医
学
正
伝
」
の
引

（
調
）

用
が
最
も
多
い
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
『
啓
迪
集
』
の
中
に
あ
っ
て
「
癩
風
門
」
の
記
述
の
傾
向
は
、
特
殊
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆

す
る
。

三
、
『
啓
迪
集
」
の
「
痩
風
門
」
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と
も
に
、
裏
返
せ
ば
そ
れ
以
外
の
症
状
は
治
癒
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
癩
を
熱
の
病
と
捉
え
、
治
療
は
「
授
蒙
聖
功
方
」
と

同
様
、
汗
・
下
・
潟
血
を
目
的
と
す
る
薬
や
針
治
療
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

⑤
治
療
法
は
中
国
医
書
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
治
療
で
も
「
授
蒙
聖
功
方
』
よ
り
本
書
の
方
が
精
密
も
し
く
は
煩
雑

（
”
）
（
錦
）

で
あ
る
。
ま
た
本
書
が
よ
く
引
く
「
医
学
正
伝
」
に
、
江
戸
時
代
か
ら
戦
前
ま
で
癩
の
特
効
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
た
大
風
子
油
を
用
い
た
薬

が
載
る
が
、
道
三
は
こ
れ
を
採
用
し
て
い
な
い
。
大
風
子
に
よ
る
癩
治
療
は
、
中
国
で
は
『
医
学
正
伝
」
よ
り
百
年
以
上
前
に
書
か
れ
た
周

（
鋤
）

定
・
王
楠
撰
『
普
済
方
」
（
一
四
○
六
年
）
に
見
ら
れ
、
ま
た
後
に
は
李
時
珍
『
本
草
綱
目
」
（
一
五
七
八
年
）
に
も
載
る
。
当
時
中
国
で
は
大
風

子
油
は
既
に
癩
の
特
効
薬
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
『
医
学
正
伝
」
も
「
此
法
乃
治
癩
之
神
方
也
。
不
し
可
二
軽
忽
一
」
と
ま
で

付
記
し
て
い
る
。
道
三
が
こ
れ
を
癩
治
療
に
用
い
な
か
っ
た
理
由
は
定
か
で
は
な
い
。
大
風
子
の
内
服
に
は
激
し
い
副
作
用
を
伴
う
こ
と
は

当
時
か
ら
既
に
認
識
さ
れ
て
お
り
、
『
医
学
正
伝
』
は
「
近
見
粗
工
用
薬
佐
以
大
風
子
油
。
殊
不
知
此
薬
性
熱
有
燥
疾
之
功
而
傷
血
至
有
病
。

将
愈
而
先
失
明
者
」
と
、
大
風
子
油
に
よ
っ
て
失
明
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
道
三
は
副
作
用
を
恐
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
私
は
む
し
ろ
大
風
子
油
に
よ
る
癩
治
療
が
中
国
で
も
明
代
以
降
の
最
先
端
の
治
療
で
あ
り
、
道
三
の
治
療
が
こ
れ
を
取
り
入
れ
る
に
至

ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
曲
直
瀬
道
三
の
後
継
者
で
あ
る
曲
直
瀬
玄
朔
は
、
道
三
流
医
学
に
つ
い
て

広
く
内
経
を
閲
し
、
普
く
本
草
を
窺
う
。
診
切
は
王
氏
脈
経
を
主
と
す
。
処
方
は
張
仲
景
を
宗
と
す
。
用
薬
は
東
垣
を
専
ら
と
し
、
な

お
潔
古
に
従
え
。
諸
証
を
弁
治
す
る
に
は
丹
渓
を
師
と
し
、
な
お
天
民
に
従
う
。
外
感
は
仲
景
に
法
と
り
、
内
傷
は
東
垣
に
法
と
り
、

熱
病
は
河
間
に
法
と
り
、
雑
病
は
丹
渓
に
法
る
。
（
「
十
五
指
南
篇
」
）

（
鋤
）

と
記
す
。
こ
れ
ら
の
内
、
明
代
以
降
の
人
物
は
『
医
学
正
伝
』
を
著
し
た
天
民
の
み
で
、
「
諸
症
を
弁
治
す
る
」
た
め
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

実
際
の
癩
治
療
に
は
明
代
の
医
学
を
採
用
す
る
こ
と
に
消
極
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
本
に
お
け
る
癩
の
大
風
子
治
療
が
史
料
的
に
確
認
で
き
る
の
は
一
七
世
紀
初
め
以
降
で
あ
る
。
こ
の
時
期
ま
で
大
風
子
が
日
本
に
輸
入

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
文
献
を
通
じ
て
の
中
国
医
学
の
摂
取
に
比
し
て
、
臨
床
面
で
の
導
入
は
遅
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
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⑥
禁
忌
の
項
で
は
、
禁
忌
の
重
要
性
と
、
そ
れ
を
守
る
こ
と
の
難
し
さ
を
強
調
す
る
。
癩
が
治
り
に
く
い
の
は
患
者
の
禁
忌
を
守
る
た
め
の

意
志
が
弱
い
か
ら
で
、
医
師
の
責
任
で
は
な
い
と
い
う
意
の
文
章
を
い
く
つ
も
引
く
の
は
、
道
三
の
臨
床
経
験
が
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
記
述
は
病
因
論
に
お
い
て
内
因
、
す
な
わ
ち
生
活
上
の
不
摂
生
を
強
調
す
る
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
癩
と
い
う
病
の
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
増
幅
す
る
可
能
性
を
持
つ
。
『
授
蒙
聖
功
方
』
同
様
、
「
啓
迪
集
』
で
も
禁
止
事
項
と
し
て
肉
食
や
房
事
、
不
摂
生
な
生
活
を
あ
げ

る
。
こ
の
傾
向
は
道
三
以
降
の
医
書
に
も
継
承
さ
れ
、
道
三
よ
り
も
さ
ら
に
明
確
に
癩
に
対
す
る
好
色
・
怠
惰
と
い
っ
た
偏
見
を
記
し
、
癩

患
者
を
露
骨
に
非
難
す
る
医
書
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
い
っ
た
医
師
の
意
識
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
一
般
の
人
々
の
間
に
も

同
様
の
偏
見
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

以
上
、
「
授
蒙
聖
功
方
」
と
「
啓
迪
集
」
を
素
材
に
道
三
の
癩
医
学
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
き
た
。
両
害
は
そ
の
病
因
論
や
治
療
方
針
な

ど
の
基
本
は
、
記
述
の
精
粗
と
理
論
面
で
の
水
準
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
が
、
李
朱
医
学
と
い
う
ひ
と
つ
の
基
盤
に
立
つ
ゆ
え
に
同
一

で
あ
る
。
両
言
は
そ
の
レ
ベ
ル
の
差
か
ら
、
お
の
ず
か
ら
対
象
と
す
る
読
者
層
を
異
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
医
療
現
場
へ
の
直
接
的
影
響

力
と
い
う
点
に
お
い
て
は
『
授
蒙
聖
功
方
」
の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
授
蒙
聖
功
方
」
の
よ
う
な
平
易
な
医
学
吉
が
、
新
し

い
李
朱
医
学
を
基
盤
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
癩
を
中
世
の
宗
教
的
業
罰
と
い
う
「
隠
哺
」
か
ら
開
放
し
、
単
な
る
一
疾
病
、
し
か
も
治
癒

可
能
な
疾
病
と
し
て
と
り
あ
げ
た
こ
と
は
評
価
す
べ
き
点
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
で
好
色
・
怠
惰
と
い
っ
た
現
実
的
レ
ベ
ル
で

の
新
し
い
癩
へ
の
偏
見
、
「
隠
哺
」
を
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
も
強
調
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
の
「
授
蒙
聖
功
方
」
と
『
啓
迪
集
」
の
分
析
か
ら
、
道
三
の
癩
認
識
、
医
学
の
特
質
を
論
じ
、
あ
わ
せ
て
当
時
の
癩

を
巡
る
社
会
的
状
況
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

い
ま
え
ｆ
ご
う
○

お
わ
り
に
ｌ
曲
直
瀬
道
三
の
時
代
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二
月
八
日
「
次
光
照
院
殿
御
屋
敷
内
二
癩
瘡
病
者
ア
リ
、
一
夢
齋
女
房
衆
申
来
二
付
、
始
二
療
治
一
申
付
了
」

梵
舜
は
他
国
の
医
師
か
ら
積
極
的
に
癩
治
療
を
学
び
、
実
際
に
そ
れ
を
試
み
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
鋤
）

山
科
言
経
の
日
記
「
言
経
卿
記
」
に
は
左
の
よ
う
な
記
事
が
載
る
。

指
摘
し
た
。

ま
ず
第
一
に
、
道
三
が
豊
富
な
癩
の
臨
床
経
験
を
持
っ
て
い
た
ら
し
き
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
て
き
た
が
、
こ
れ
は
同
時
に
道
三
に
治
療

（
例
）

を
請
う
た
癩
患
者
が
多
く
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
主
要
に
は
立
川
氏
の
言
う
よ
う
な
放
浪
す
る
癩
者
で
は
な
く
、
治
療

費
を
支
払
う
こ
と
の
可
能
な
「
家
」
を
背
後
に
持
つ
人
々
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
前
代
の
医
書
の
癩
記
述
と
異
な
り
、
宗
教
的
業

罰
観
か
ら
開
放
さ
れ
、
癩
を
不
治
の
病
と
断
定
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
疾
病
と
し
て
治
療
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
っ
た
こ
と
も

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
道
三
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
京
都
で
医
療
を
行
な
っ
て
い
た
者
の
記
録
に
も
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
神
龍
院
梵
舜
の
日

（
犯
）

記
『
舜
旧
記
』
の
慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
の
記
事
に
は

八
月
四
日
「
癩
病
療
治
医
師
宗
心
一
流
夢
想
伝
説
、
振
舞
了
」

同
八
日
「
宗
心
来
、
癩
病
除
去
薬
調
合
了
」

同
十
一
日
「
宗
心
来
、
丸
薬
令
二
調
合
一
了
」

九
月
廿
七
日
「
宗
心
丹
後
国
へ
下
坊
、
為
二
療
治
一
国
下
二
付
云
々
」

と
あ
る
。
癩
の
専
門
医
で
あ
る
宗
心
と
い
う
丹
後
の
僧
が
、
梵
舜
に
癩
治
療
の
秘
伝
を
伝
授
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
翌
慶
長
四
年
に

は
梵
舜
自
身
に
よ
る
治
療
の
記
録
も
見
ら
れ
る
。

三
月
廿
九
日
「
下
京
町
人
拙

閏
三
月
二
日
「
下
京
油
屋
鐸

同
一
四
日
「
下
京
療
治
罷
」

「
下
京
町
人
油
屋
五
郎
右
衛
門
癩
病
寮
治
」

（
舞
）

「
下
京
油
屋
療
治
、
有
二
見
廻
一
罷
也
」

へ

療
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慶
長
元
年
二
月
廿
二
日
「
与
右
衛
門
尉
入
道
（
佐
越
常
慶
）
へ
癩
瘡
薬
被
風
湯
廿
包
・
雷
丸
皮
・
雷
丸
油
カ
ス
等
遣
了
」

言
経
は
中
条
入
道
笑
齋
な
る
人
物
に
秘
伝
の
癩
治
療
法
を
教
え
た
り
、
中
島
天
神
社
社
人
源
大
夫
か
ら
「
癩
病
薬
」
を
学
ん
で
い
る
。
ま
た

彼
の
癩
治
療
を
受
け
て
い
る
患
者
の
身
分
は
豊
臣
秀
次
の
妾
「
中
納
言
」
や
佐
越
常
慶
と
い
っ
た
貴
人
か
ら
、
町
人
ま
で
多
様
で
あ
る
。
こ

こ
に
も
治
療
を
求
め
る
広
範
な
在
宅
の
癩
患
者
の
存
在
と
、
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
努
力
す
る
医
師
の
姿
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
道
三
が
癩
の
遺
伝
説
に
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
記
し
た
が
、
こ
れ
は
後
世
の
日
本
の
医
師
の
中
に
遺
伝
説
を
採
る
も
の

（
弧
）

が
珍
し
く
な
か
っ
た
こ
と
や
、
庶
民
の
間
で
も
癩
を
「
家
筋
」
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
と
の
間
に
隔
た
り
が
あ
る
。
癩
の
遺
伝
説
を
支

持
す
る
著
名
な
医
師
と
し
て
は
一
七
世
紀
後
半
以
降
活
躍
し
た
、
蘆
川
桂
州
、
岡
本
一
抱
、
香
月
牛
山
、
片
倉
鶴
陵
、
津
田
玄
仙
、
村
井
琴

山
、
有
持
桂
里
、
本
間
棗
軒
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
岡
本
や
香
月
と
い
っ
た
、
後
世
派
の
大
家
の
名
が
並
ぶ
の
は
注
目
さ
れ
る
。
庶
民
の
間

の
遺
伝
病
認
識
は
、
た
と
え
ば
諺
の
「
孫
か
つ
た
い
に
移
り
て
ん
ご
う
（
癩
は
遺
伝
し
、
て
ん
ご
う
は
伝
染
す
る
の
意
匡
（
「
世
話
尽
」
一
六
五
六

年
）
や
「
か
つ
た
い
の
子
」
（
癩
は
遺
伝
す
る
の
で
子
の
発
病
は
防
げ
な
い
こ
と
か
ら
、
な
り
ゆ
き
に
任
せ
る
の
意
）
」
（
『
諺
苑
』
一
七
九
七
年
）
）
な
ど

と
い
う
言
葉
の
他
、
元
禄
時
代
の
河
内
国
の
庄
屋
日
記
で
あ
る
『
可
正
旧
記
』
、
同
時
期
の
信
濃
国
の
大
庄
屋
日
記
「
信
州
塩
尻
赤
羽
家
元
禄

同
一
九
年
六
月
二
日
「
社
人
源
大
夫
同
（
香
蕾
散
）
七
服
遣
了
、
又
癩
病
薬
習
し
之
、
医
書
借
用
了
」

二
五
九
二
年
）

文
禄
元
年
二
月
三
日
「
与
右
衛
門
尉
来
、
診
脈
了
、
癩
病
之
薬
七
十
服
遣
了
、
雷
丸
一
貝
遣
了
」

同
年
三
月
廿
一
日
「
小
大
夫
・
同
清
十
郎
等
来
云
々
、
癩
方
ノ
薬
調
合
頼
之
由
、
五
百
文
持
来
云
々
」

同
年
五
月
廿
九
日
「
小
河
皮
屋
甚
二
郎
、
与
右
衛
門
尉
同
道
ニ
テ
来
了
、
癩
瘡
之
心
有
し
之
間
、
診
脈
之
事
申
間
取
し
之
」

同
年
六
月
一
日
「
小
河
皮
屋
甚
二
郎
ョ
リ
癩
瘡
薬
取
来
之
間
、
十
五
包
遣
了
」

同
年
同
月
八
日
「
皮
屋
甚
二
郎
来
了
、
診
脈
了
、
煎
薬
之
礼
二
二
百
文
持
来
了
、
猶
十
五
包
遣
了
」

同
四
年
三
月
廿
二
日
「
殿
下
（
豊
臣
秀
次
）
御
妾
中
納
言
殿
、
官
女
ク
リ
カ
、
同
道
来
了
、
診
脈
了
、
癩
病
之
心
也
、
足
ウ
ミ
了
」

二
五
八
五
年
）

天
正
一
三
年
二
月
一
五
日

「
中
条
入
道
笑
斎
来
、

癩
病
一
流
相
伝
了
、
秘
事
秘
曲
也
、
大
和
宗
恕
同
道
也
云
々
」
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で
は
道
三
の
時
代
と
そ
れ
以
降
と
で
、
遺
伝
を
巡
っ
て
こ
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
道
三
と
同
時
代
に
活
躍
し
た

イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
達
は
救
癩
活
動
に
よ
っ
て
多
く
の
癩
の
信
者
を
獲
得
し
た
。
ち
な
み
に
道
三
自
身
も
洗
礼
を
受
け
、
弟
子
た
ち
と
共

（
鈍
）

に
病
人
の
治
療
に
あ
た
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
（
な
お
宣
教
師
達
の
救
癩
活
動
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
主
要
に
は
在
宅
の
癩
者
で
は
な
く
、
家
を

出
て
浮
浪
す
る
癩
者
で
あ
っ
た
。
当
時
癩
者
に
は
既
述
の
ご
と
き
在
宅
の
者
と
と
も
に
、
な
お
多
く
の
浮
浪
す
る
者
と
が
あ
っ
た
）
・
ま
た
起
請
文
の
文

言
に
、
も
し
約
束
を
反
故
に
し
た
場
合
、
神
罰
・
仏
罰
に
よ
っ
て
現
世
で
白
癩
・
黒
癩
に
な
る
こ
と
を
記
す
習
慣
も
中
世
以
来
い
ま
だ
存
続

し
た
。
癩
が
特
定
の
家
に
伝
わ
る
病
で
あ
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
文
言
は
成
立
し
得
な
い
。
こ
れ
ら
は
当
時
癩
者
が
巷
に
多
く
見
受
け
ら
れ
、

癩
の
恐
怖
が
誰
に
も
身
近
で
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
癩
が
社
会
的
貧
困
に
よ
っ
て
発
病
し
や
す
く
な
る
病
気
で
あ
る
こ
と
は
現
在

（
訂
）

の
医
学
の
証
明
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
中
世
末
の
不
安
定
な
社
会
状
況
が
な
お
大
量
の
癩
者
を
つ
く
り
だ
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。

起
請
文
に
白
癩
・
黒
癩
の
文
言
が
見
ら
れ
な
く
な
る
の
は
一
七
世
紀
中
頃
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
戦
乱
が
終
結
し
、
生
産
力
も
向
上
し
て

人
々
の
暮
ら
し
が
安
定
し
て
い
く
時
期
と
一
致
す
る
。
お
そ
ら
く
癩
者
そ
の
も
の
が
一
定
減
少
し
、
癩
の
恐
怖
が
実
生
活
か
ら
遠
く
な
っ
て

（
認
）

い
っ
た
こ
と
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
癩
者
の
相
対
的
減
少
は
同
時
に
、
癩
を
特
定
の
者
、
特
定
の
「
家
」
の
病
（
Ⅱ
家
筋
）
と
み
な
し
、

患
者
の
発
病
が
「
家
」
ぐ
る
み
の
差
別
に
結
び
つ
く
、
い
わ
ば
「
近
世
的
」
癩
病
観
の
時
代
の
到
来
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

道
三
が
癩
遺
伝
説
に
積
極
的
な
立
場
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
背
景
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
彼
の
活
躍
し
た
時
代
が
、
い
ま
だ
癩
の
恐
怖
が

身
近
か
ら
消
え
な
い
、
な
お
中
世
的
状
況
を
残
し
た
時
代
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
道
三
の
癩
医
学
は
こ
の
よ
う
に

彼
の
生
き
た
時
代
、
つ
ま
り
中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
道
三
は
、
そ
う
し
た
大
量
の
癩
者
を
も
は

や
仏
罰
の
結
果
と
は
考
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
道
三
の
医
学
は
す
で
に
中
世
的
段
階
を
克
服
し
て
い
た
と
い
え
る
。

な
お
、
道
三
が
推
し
進
め
た
癩
を
め
ぐ
る
医
学
の
中
世
か
ら
近
世
へ
の
転
換
の
流
れ
が
、
そ
の
後
本
格
的
な
近
世
社
会
の
展
開
を
迎
え
て

ど
の
よ
う
な
形
で
受
け
継
が
れ
、
ま
た
変
質
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
槁
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
錫
）

大
庄
屋
日
記
』
等
に
も
登
場
す
る
。
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（
吃
）

（
昭
）

（
Ｍ
）

海
老
沢
有
道
『
切
支
丹
の
社
会
活
動
及
南
蛮
医
学
」
一
六
九
～
二
一
九
頁
、
富
山
房
、
一
九
四
四
年
。

原
田
禺
雄
「
タ
テ
ガ
キ
で
読
ん
だ
ラ
イ
」
（
二
～
（
二
九
）
、
『
愛
生
」
一
九
七
二
年
～
一
九
七
五
年
連
載
。

立
川
昭
二
「
日
本
人
の
病
歴
」
一
○
六
～
一
二
頁
、
中
公
新
書
、
中
央
公
論
社
、
東
京
、
一
九
七
六
年
。

ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
、
新
版
「
隠
哺
と
し
て
の
病
い
エ
イ
ズ
と
そ
の
隠
哺
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
二
年
。

新
村
拓
「
日
本
医
療
社
会
史
の
研
究
』
二
○
九
～
二
一
○
頁
、
法
政
大
学
出
版
局
、
東
京
、
一
九
八
五
年
。

黒
田
日
出
男
『
境
界
の
中
世
象
徴
の
中
世
』
二
五
三
～
二
五
四
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、
一
九
八
六
年
。

相
田
二
郎
「
日
本
の
古
文
聿
二
上
巻
。

相
田
二
郎
『
日
本
の
古
文
書
」

新
村
拓
前
掲
書
、
一
二
六
頁
。

曲
直
瀬
道
三
に
つ
い
て
は
つ
と
に
著
名
で
あ
り
、
多
く
の
本
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
主
に
矢
数
道
明
「
日
本
医
学
中
興
の

祖
曲
直
瀬
道
三
」
言
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
」
第
二
巻
「
曲
直
瀬
道
三
（
一
）
」
七
～
五
○
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
）
に
よ
っ
た
。

「
授
蒙
聖
功
方
」
上
・
下
、
富
士
川
文
庫
蔵
。
な
お
『
授
蒙
聖
功
方
」
の
成
立
年
代
は
寛
文
元
年
刊
「
小
児
療
治
集
」
（
矢
数
道
明
氏
蔵
）
に
ょ

立
川
昭
二
「
日
本
人
（

原
田
禺
雄
前
掲
論
文
。

「
啓
迪
集
」
、
『
近
世
漢
方
医
学
一

矢
数
道
明
前
掲
論
文
、
一
五
頁
。

明
嘉
靖
九
二
五
三
○
）
年
刊
室

元
禄
六
年
版
「
三
因
極
一
病
証
方
論
」
巻
之
十
五
、
富
士
川
文
庫
蔵
。

長
濱
善
夫
「
東
洋
医
学
概
説
」
七
四
～
七
七
頁
、
創
元
社
、
大
阪
、
一
九
六
一
年
。

『
黄
帝
内
経
素
問
』
（
富
士
川
文
庫
蔵
）
の
「
風
論
篇
第
四
二
」
に
「
癌
風
」
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。

「
宋
版
備
急
千
金
要
方
下
」
（
東
洋
医
学
善
本
叢
書
二
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
、
大
阪
）
の
「
悪
疾
大
風
第
五
」
に
こ
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

明
嘉
靖
九
二
五
三
○

点
が
付
さ
れ
て
い
る
。

っ
た
。

献

『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
」
第
二
巻
・
第
三
巻
所
収
。

『
玉
機
微
義
』
巻
之
四
十
、
研
医
会
図
書
館
蔵
。
本
書
は
曲
直
瀬
道
三
旧
蔵
本
。
道
三
自
身
に
よ
る
頭
書
、
朱

（47）365
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（
岨
）

安
井
広
迪
ヨ
啓
迪
集
』
の
構
成
に
つ
い
て
」
『
漢
方
の
臨
床
」
三
四
巻
一
二
号
、
三
二
～
三
三
頁
。

「
医
学
正
伝
」
全
五
冊
、
岩
瀬
文
庫
蔵
。

大
風
子
に
よ
る
癩
治
療
の
初
期
の
記
録
は
、
慶
長
一
八
（
一
六
一
三
）
年
古
林
見
宜
「
妙
薬
速
効
方
」
（
富
士
川
文
庫
蔵
）
、
元
和
四
（
一
六
一
八
）

年
佐
竹
空
宿
入
道
『
癩
病
治
療
新
法
」
（
富
士
川
文
庫
蔵
）
、
寛
永
一
六
（
一
六
三
九
）
年
「
南
蛮
国
秘
方
一
二
癩
之
一
流
』
（
杏
雨
書
屋
蔵
）
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
大
風
子
の
輸
入
は
、
一
六
五
○
年
段
階
で
三
五
○
○
○
斤
に
の
ぼ
る
（
『
唐
船
輸
出
入
品
数
量
一
覧
一
六
三
七
～
一
八
三

三
年
」
永
積
洋
子
、
創
文
社
、
東
京
、
一
九
八
七
年
）
。

陳
存
仁
『
図
説
漢
方
医
薬
大
事
典
」
（
講
談
社
、
東
京
、
一
九
八
二
年
）
第
四
巻
記
載
「
大
楓
子
」
の
項
参
照
。

矢
数
道
明
前
掲
論
文
、
四
一
～
四
二
頁
。

立
川
昭
二
前
掲
害
、
一
○
六
～
二
一
頁
。

『
舜
旧
記
」
、
「
史
料
募
集
」
［
第
二
期
］
、
続
群
害
類
従
完
成
会
、
東
京
。

『
言
経
卿
記
』
、
『
大
日
本
古
記
録
」
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
編
、
岩
波
書
店
、
東
京
。

す
で
に
鎌
倉
時
代
、
梶
原
性
全
が
『
万
安
方
」
（
一
三
一
五
年
）
の
中
で
、
『
三
因
方
』
を
引
き
遺
伝
説
を
述
べ
て
い
る
が
、
当
時
の
一
般
的
な

矢
数
道
明
前
掲
論
文
、
三
二
頁
。

安
井
広
迪
「
曲
直
瀬
道
三
の
医
術
」
『
漢
方
の
臨
床
』
三
四
巻
一
二
号
、
一
六
～
一
七
頁
、
一
九
八
七
年
。

原
田
禺
雄
前
掲
「
タ
テ
ガ
キ
で
読
ん
だ
ら
い
」
（
一
二
「
愛
生
」
三
九
七
号
、
九
頁
、
一
九
七
三
年
。

正
徳
元
年
写
「
儒
門
事
親
」
巻
六
、
富
士
川
文
庫
蔵
。
子
和
も
既
述
の
如
く
金
・
元
医
学
の
代
表
的
人
物
の

ん
で
汗
・
吐
・
下
の
三
法
を
用
い
た
。

「
玉
機
微
義
」
は
省
略
し

自
致
、
此
則
不
謹
之
故
、

正
徳
二
年
版
「
丹
渓
心
方

末
の
人
。
金
・
元
医
学
の

前
掲
「
丹
渓
心
方
類
集
」
。

安
井
広
迪
「
曲
直
瀬
道
三

は
省
略
し
て
い
る
が
、
『
三
因
方
」
は
「
大
風
叙
論
」
の
項
で
、
「
伝
染
」
に
つ
い
て
「
然
亦
有
伝
染
者
」
の
後
さ
ら
に
「
非

加
謹
之
故
、
気
血
相
伝
、
豈
宿
業
縁
会
之
所
為
也
」
と
続
け
て
い
る
。

「
丹
渓
心
方
類
集
」
全
四
冊
（
富
士
川
文
庫
蔵
）
の
「
瘤
風
四
」
に
こ
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
朱
丹
渓
は
朱
震
亨
と
も
い
い
、
元

一
元
医
学
の
四
大
家
の
一
人
（
他
は
劉
完
素
、
張
子
和
、
李
杲
）
で
、
養
陰
派
に
属
し
、
陰
を
補
う
治
方
を
行
っ
た
。

一
人
で
、
攻
下
派
に
属
す
。
好

(48）
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兎
）
立
川
昭
二
氏
は
前
掲
害
に
お
い
て
、
享
保
期
、
大
量
に
大
風
子
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
以
て
、
江
戸
時
代
、
癩
が
蔓
延
し
て
い
た
と
述

べ
る
（
一
○
九
頁
）
。
た
し
か
に
大
風
子
は
癩
の
特
効
薬
と
し
て
有
名
だ
が
、
癩
治
療
に
限
定
さ
れ
て
用
い
ら
れ
る
薬
で
は
な
く
、
虫
を
殺
し
、

解
毒
作
用
が
あ
る
と
さ
れ
た
た
め
他
の
疾
患
に
も
用
い
ら
れ
た
（
皀
旦
尻
鱒
言
普
①
愚
”
皀
己
①
『
印
国
且
引
眉
且
屑
冒
。
の
旨
。
シ
目
①
昌
ｇ
冒
四

旨
訂
目
目
（
）
口
四
こ
○
胃
弓
里
旦
扁
胃
○
望
．
閉
＆
毛
‐
ぢ
］
》
岳
謡
お
よ
び
佐
山
半
七
丸
『
都
風
俗
化
粧
伝
」
東
洋
文
庫
４
１
４
．
平
凡
社
・
東
京
）
。
し
た

が
っ
て
大
風
子
の
輸
入
量
か
ら
、
近
世
の
癩
の
蔓
延
を
推
し
量
る
の
は
無
理
が
あ
る
。

（
総
合
研
究
大
学
院
大
学
博
士
課
程
）

弱
）
初
代
曲
直
瀬
道
三
以
降
の
癩
医
学
の
状
況
、
及
び
江
戸
時
代
の
庶
民
の
癩
病
観
に
つ
い
て
は
改
め
て
別
槁
で
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。

禿
）
曲
直
瀬
道
三
は
天
正
二
一
（
一
五
八
四
）
年
末
に
入
信
し
て
か
ら
、
門
弟
八
百
人
を
率
い
て
教
会
の
た
め
に
尽
く
し
た
と
、
一
五
八
五
年
八
月

二
七
日
付
、
長
崎
発
信
の
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
書
簡
に
あ
る
（
村
上
直
次
郎
訳
『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
」
下
、
雄
松
堂
書
店
、
東
京
）
。

（
翌
和
泉
真
蔵
「
社
会
経
済
状
態
と
ら
い
の
伝
染
力
の
変
化
～
正
し
い
ら
い
対
策
の
た
め
の
病
因
論
」
『
解
放
教
育
」
一
七
四
号
、
五
六
～
七
二
頁
、

説
と
は
い
え
な
い
。

一
九
八
三
年
。

【
‘
Ｊ
０

〈
ｈ
〉

、
禿
〕 (49）
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ManaSeDosan(theElder)andLeprosy

bvNorikoSUZUKI

TheaimofthispaperistodescribethemainfeaturesofManaseDosan's(1507-1594)studyand
treatmentofleprosy.

ContrarytogeneralmedicalopinionintheMiddleAgesthatleprosywastheresultofdivine
retribution,Dosanviewedleprosyassimplyanotherdiseaseandtreateditaccordinglyfromamedical

perspective.

Furthermore,thecommonlyheldbelieffromthelatterhalfofthel7thcenturyonwardsamongst

EarlvModerneradoctorsandalsothegeneralpopulacethatleprosywasahereditarydisease,wasnot

consideredbyDosan.

Theforegoingtwopointscanbeexplainedbyhisrationalapproachtomedicine,plusthefactthat
leprosyatthetimewaswidelyprevalentamongstallareasofsociety,notjustrestrictedtoparticular
households.

ItisthusfairtosaythatDosan'smedicalphilosophyreflectedthestateofJapanesesocietyduring
thetransitionfrommedievaltotheEarlyModernperiod.

Itshouldbenoted,however,thatDosan'sviewthatleprosywascausedbymeat-eatingandover-

indulgenceinsexgaverisetoanew,negativeimageofthedisease,andinsodoingtiedinwiththeEarly
Moderneraprejudicesagainst<!lust","intemperance"and"laziness''.

（
つ
い
）


